
４．実施計画 
 

基本計画を具体化するため、活動内容や実施に向けた期間などを検討し、具体的な実施計画をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

地域内で発生する情報や課題などを集

約するとともに、みんなで話し合う情報

集約･発信の場の提供を目指す。 

☆ これら活動の中核となる人材育成は継続的に推進する。 

☆ 前期・中期・後期にはとらわれず、できることは前倒して行動する。

十勝川上流域における自然環境

の保全 

水源地域 園ネッ ワークの創

生 

継続的な 源地環境情報センタ

ーの運営 

事業内容 

自然をテ マに質の い公園ネットワ

ークの創生 図る。 

また、公 の運営についても、みんな

で連携しな ら進めることで、自然をテ

ーマとした 光価値を高めていく。 

事業内容 

森林、河川、水質、とその周辺の生物

に関する現状を把握し、水源地の抱える

課題を洗い出し、課題解決に向けて行動

する。 

また、環境保全活動を じて、人的ネ

ットワーク 築する。

十

生

水源地環境情報センターの設置と運営 

・ 窓口の設置 

・ 協議会の開催 

HP の活用等による情報発信 

・ ビジョンの活動内容などを掲載 

十勝川上流域の森林・河川等の自然観察会

の開催 

課題の抽出と具体策の提案 

フットパス※１や公園な

どの既存情報の整理 

フットパスネットワーク化活動の推進 

環境保全を目指した人材及び組織の育成 

十勝川上流域の歴史

と現況の把握 

（既存資料の収集） 

十勝川上流域の自然環境に関する 

課題の抽出と対応策の検討 

環

・

・

・

十勝川上流域の河川等における簡易水質

検査の実施 

十

活

自然と触れ合うイベントの （現地見
現地見学会の実施 

（みんなで歩いて地域の資源を探そう）

公園の運営に関する地域住民と管理者との連携 

３ 中   期  後   期  前   期 

※1 フットパスとは、ハイキングなどで歩く

※2 エコミュージアム（自然博物館）とは、

さと、地域を創造しようとする取組み

  
勝川上流域の自然環境および 

態系に関する教材的資料の作成 

境保全活動の推進と可能な活動の実施 

 裸地への植林 

 水質改善対策の提案 

 魚道の検討 
継続 

勝川上流域の「エコミュージアム※2」化 

動の推進 

学会も含む） 
継続 

人のための道路、歩くことを楽しむための道 

地域の資源を新たに認識し、その資源を活かして、より魅力的なふる
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